
平成25年度（第57回）岩手県教育研究発表会開催案内

１ 趣 旨

岩手県の県政課題を解決するために、県内各学校及び教育関係機関、岩手県立総合教育セン

ターにおける実践研究の成果を広く教育関係者に公開し、その理解と普及を図り、もって本県

の教育の向上に資する。

２ 主 催

岩手県教育委員会

３ 実施機関

岩手県立総合教育センター

４ 後 援

岩手県市町村教育委員会協議会 岩手県教育研究所連盟

岩手県小学校教育研究会 岩手県中学校教育研究会

岩手県高等学校教育研究会 岩手県私学協会

岩手県国公立幼稚園協議会 岩手県私立幼稚園連合会

岩手県社会福祉協議会・保育協議会

５ 期 日

平成26年２月13日（木）・14日（金）

６ 会 場

２月13日（木） 花巻温泉ホテル千秋閣・ホテル花巻

岩手県立総合教育センター

２月14日（金） 花巻温泉ホテル千秋閣・ホテル花巻、ホテル紅葉館

岩手県立総合教育センター

岩手県立生涯学習推進センター

７ テ－マ及び内容

(1) 全体テーマ 「授業改善を問う」

(2) 内 容

ア 全体会・シンポジウム

「授業改善を問う」

イ 特設分科会

特設分科会１ 「いわての復興教育」の意義と今後の方向性

特設分科会２ 人材育成を目指したこれからの校内研修を考える

ウ 分科会

１国語、２社会／地理歴史・公民、３算数／数学、４理科、５図画工作／美術

６体育／保健体育／健康教育、７家庭／技術・家庭、８外国語活動／外国語

９道徳／特別活動、10キャリア教育、11情報教育、 12小規模・複式指導

13幼児教育／幼小接続、14教育相談、15こころのサポート、16特別支援教育

17防災教育、18生徒指導

エ 企画展

１学生科学賞入賞作品展 ２教材展（理科） ３教材展（技術・家庭）

４教材展（特別支援教育） ５教材展（情報教育）６学校紹介写真展



◆【全体会】要旨

◆【特設分科会】要旨

特設分科会２【人材育成を目指したこれからの校内研修を考える】

教員の人材育成は、地域や校種を問わず、どこの学校でも大きな課題です。また、平成26年

度からの教員研修体系の変更にともない、学校で人材を育てるという考え方が、ますます重要

になってきます。そこで、この分科会では、教員の人材育成を目指した校内研修の在り方を、

パネルディスカッションと講演を通して考えていきます。パネルディスカッションでは、小学

校、中学校、高等学校、特別支援学校の４校種からの発表を基にフロアの皆さんと一緒に討議

を深めていきます。講演では、東京都の「ＯＪＴガイドブック」を作成された東京都府中市教

育委員会の三田村裕氏を講師にお迎えし、東京都をはじめ全国の事例を紹介していただきなが

ら、人材育成を目指したこれからの校内研修について考える機会とします。

今年度、全体テーマを「授業改善を問う」としました。「授業改善」は、校種を問わず学校、

教師が時代を越えて取り組んでいる重要な課題です。各校、各自の実践を今一度確認し、「授業

改善」をすることの必要性、方向性を協議したいと思います。

なお、「授業改善」というテーマは３年間継続して設定していく予定で、その初年度である今

年度は、「授業改善」に関わる問題点や課題を述べ合い共有する場、「授業改善」の具体的な方

法を学び合う場にしたいと考えています。

シンポジウムでは、シンポジストとして小学校校長、中学校校長、高等学校校長、特別支援

学校校長の４名の先生に、またコーディネーターとして岩手の教育に詳しい大学の先生にそれ

ぞれご登壇いただきます。シンポジストの校長先生方には、各校種での授業改善の実態や日頃

お考えになっている課題などを率直にお話しいただく予定です。

県内の教育関係者が一堂に会し、自分たちの授業を見つめ直し、改善の機会を探るよい機会

にしたいと考えています。

特設分科会１【「いわての復興教育」の意義と今後の方向性】

「郷土を愛し、その復興・発展を支える人材を育成する」ために、３つの教育的価値（【いき

る】【かかわる】【そなえる】）を育てる「いわての復興教育」を推進しています。本分科会では、

「いわての復興教育」推進校の実践発表と発表校の校長先生方によるシンポジウムをとおして、

「いわての復興教育」の意義と今後の方向性について熟思します。

講師には、震災当初より、「いわての復興教育」について支援及び協力を頂いている国立教育

政策研究所総括研究官の山森光陽先生をお迎えしております。山森先生には、シンポジウムのコ

ーディネーターと講演をお願いしております。


